

























































く。まずあげられるのが、平成 26 年 4 月に東北大学か
ら移籍した下村教授のグループの「ナノスーツ」の研
究である。高真空の電子顕微鏡内で生きたままの生物
を観察できる画期的な技術として注目されており、タ
イムリーに導入された電界放出形走査電子顕微鏡が活
用されている。同装置は、北海道医療大学歯学部のグ
ループによる歯の再石灰化の研究にも有効に利用され
ている。 
ラマンイメージングについては、木村–須田教授の研
究室が骨の先端的な研究に活用しているが、本学の装
置は紫外レーザーを有していることから、ダイアモン
ドライクカーボン等の先端炭素材料の依頼測定が続い
ている。 
カートハウス教授と日本電波工業の共同による「ビ
ールのコクの定量化」もわかりやすい研究として広く評価されている支援事例である。 
  
